
第
33
回
通
常
総
代
会
開
催

　

30
年
の
歴
史
を
確
信
に

　

い
っ
そ
う
頼
り
に
な
る

　
　

保
健
生
協
を
め
ざ
そ
う

　

大
田
病
院
事
務
長

井
口　

文
子
さ
ん

　

新
大
田
病
院
建
設
に
向
け
て
、
現

地
建
て
替
え
で
少
し
ず
つ
工
事
が
は

じ
ま
り
ま
し
た
。工
事
を
し
な
が
ら
、

病
棟
、
手
術
、
検
査
、
放
射
線
、
救

急
な
ど
の
病
院
の
機
能
は
継
続
し
ま

す
。
工
事
終
了
後
は
、
一
つ
ひ
と
つ

の
病
室
が
大
き
く
な
り
ま
す
。ま
た
、

車
イ
ス
用
ト
イ
レ
の
充
実
や
お
見
舞

い
に
こ
ら
れ
た
方
の
た
め
の
談
話
室

も
設
置
し
た
り
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

病
棟
な
ど
も
は
じ
ま
り
ま
す
。
大
田

病
院
は
、
現
在
も
「
こ
と
わ
ら
な
い

病
院
」
と
し
て
救
急
患
者
さ
ま
の
受

け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
引
き
続
き
組
合
員
さ
ん
と

一
緒
に
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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中期計画１年目としての２００８年度重点課題

①　社会保障の後退をくいとめ、後期高齢者医療制度の廃止をはじめと

した保健・医療・介護の改善をすすめよう

②　青空健康相談会、多彩な班会を旺盛に開催し、地域・職域まるごと

健康づくり運動をすすめよう

③　２ヵ所目のグル－プホ－ムと介護事業を軌道に乗せ、安心して住み

続けられるまちづくりをすすめよう

④　２４時間３６５日地域を守るネットワ－クを拡げ、いっそう頼りに

なる保健生協をめざそう

⑤　特定健診・特定保健指導をはじめとした自治体健診、アスベスト検

診などの充実を求めて自治体への働きかけを強めよう

⑥　平和憲法を守り、憲法９条、２５条をくらしに生かす運動をすすめ

よう

　

城
南
保
健
生
活
協
同
組
合
第
33
回

通
常
総
代
会
が
、
５
月
24
日
㈯
大
田

区
嶺
町
集
会
所
大
集
会
室
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
お
越
し
い
た

だ
き
ま
し
た
来
賓
の
み
な
さ
ん
に
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

当
日
は
総
代
の
み
な
さ
ん
に
熱
心
に

討
議
を
し
て
い
た
だ
き
、
２
０
０
８

年
度
活
動
方
針
（
案
）、予
算
（
案
）、

定
款
の
変
更
（
案
）、
役
員
の
選
出

な
ど
10
号
に
も
及
ぶ
議
案
を
満
場
一

致
で
採
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
と
り
わ
け
今
総
代
会
は
、
59
年

ぶ
り
に
生
協
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
と
も
な
う
城
南
保
健
生
協
の
「
定

款
変
更
」
も
あ
り
、
事
前
に
検
討

し
て
く
だ
さ
っ
た
総
代
の
方
も
多
く

無
事
に
採
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
総
代
会
を
大
き
な
力
と
し
、

地
域
に
持
ち
帰
り
さ
ま
ざ
ま
な
運
動

を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

理
事
会
を
代
表
し
て

小
関
理
事
長
の
挨
拶

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
・
団
体
・
班
な
ど
で
学

習
会
が
行
わ
れ
、
運
動
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
な
ん
と
し
て
も
中
止
・
撤

回
に
す
る
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

城
南
保
健
生
協
は
、
２
ヵ
所
目
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設
が
い
よ
い
よ

工
事
着
工
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
城

南
福
祉
医
療
協
会
の
大
田
病
院
は
新

大
田
病
院
建
設
に
向
け
て
動
き
出
し

ま
し
た
。
組
合
員
の
力
を
結
集
し
て

ぜ
ひ
と
も
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

大
森
中
診
療
所
で
行
っ
て
い
る

「
よ
ろ
ず
何
で
も
相
談
」
は
、
毎
回
、

多
く
の
方
が
相
談
に
み
え
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
を
か
か
え
て
い
る

方
が
多
い
の
が
現
状
で
す
が
、
城
南

保
健
生
協
は
「
誰
も
が
安
心
し
て
住

み
つ
づ
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
、
こ
れ
か
ら
討
議
さ
れ
る

１
年
間
の
活
動
交
流
の
中
か
ら
さ
ら

に
大
き
く
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

城
南
保
健
生
協
の
総
代
会
に
は

じ
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
総
代
の
多
さ
に
圧
倒
し
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
連
携
を
強
め
、
西
小

山
で
一
緒
に
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」
な

ど
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

5月24日（土）

すべての議案を満場一致で採択しました

新しい理事会

理 事 長　 小関　直彦（再）
専務理事　 植田　栄一（再）
常務理事　 安斎　晴夫（再）
常務理事　 色部　　祐（再）
常務理事　 前沢　淑子（再）
常務理事　 松川　久男（再）
常務理事　 村松　　茂（再）
理　　事　 浅見美代子（再）
理　　事　 石川　八郎（再）
理　　事　 市川　　由（再）
理　　事　 伊藤　邦夫（再）
理　　事　 江田とし子（再）
理　　事　 江部　謙五（再）
理　　事　 大川　　進（再）
理　　事　 大澤千恵子（再）
理　　事　 金子ミサ子（再）
理　　事　 川崎恵理子（再）
理　　事　 神田　瑞穂（再）
理　　事　 工藤人喜江（再）
理　　事　 後藤　正明（再）
理　　事　 小林　秀男（再）
理　　事　 佐藤　利枝（新）
理　　事　 志田　恵子（再）

理　　事　 下山　珪子（再）
理　　事　 白石　芳枝（再）
理　　事　 関根　　覚（新）
理　　事　 高橋貴美子（再）
理　　事　 忠鉢　文子（再）
理　　事　 戸張　由子（再）
理　　事　 中里由美子（新）
理　　事　 丹伊田恵寿（再）
理　　事　 橋本　雪子（再）
理　　事　 三上志津子（再）
理　　事　 村田　俊広（再）
理　　事　 森　　光男（再）
理　　事　 安田久美子（新）
理　　事　 柳田紀久子（再）
理　　事　 横山　直城（再）
理　　事　 吉田　由紀（再）
監　　事　 荒川　　侃（再）
監　　事　 片岡　君子（再）
監　　事　 須山　恵子（再）

退任役員
　理　事　 楳田　政代
　理　事　 海老根紀子
　理　事　 清本　勝三
　理　事　 高田　　宏
　理　事　 横山　聖子

来
賓
挨
拶

熱心に議案書に目を通す総代のみなさん

提案をする植田専務理事

　総代会当日、四川省大地
震、ミャンマー水害救援の
募金を行い22,650円が集
まりました。また、２ヵ所
目のグループホーム建設に
向けての増資は59万円が
寄せられました。




